
JP 6452076 B2 2019.1.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バンド取付部が設けられたケースと、
　前記バンド取付部間に一端部が配置されるバンドと、
　前記バンドの前記一端部を跨いで配置され、前記ケースに対する前記バンドの回転を抑
制する回転規制部材と、
　前記バンドの前記一端部を前記回転規制部材と共に前記バンド取付部に回転可能に取り
付ける締結部材と、
　前記締結部材を中心とする前記バンドの回転を規制する回転止め部材と、
　を備えていることを特徴とするバンド取付構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部材は、前記締結部材を中心
とする前記回転規制部材の回転を抑制して前記バンドの回転を規制することを特徴とする
バンド取付構造。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のバンド取付構造において、前記回転規制部材は、前記
バンドの前記一端部の両側に配置される一対の側辺部と、前記バンドの前記一端部の面側
を跨いで前記一対の側辺部を連結する連結辺部とを有し、前記一対の側辺部が前記バンド
の前記一端部と前記バンド取付部との間に配置された状態で前記締結部材によって前記バ
ンド取付部に取り付けられていることを特徴とするバンド取付構造。
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【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載のバンド取付構造において、前記回転止め部材は
、前記バンド取付部に設けられた取付孔と、前記回転規制部材に設けられて前記取付孔に
同一軸上で対応する規制孔と、前記取付孔および前記規制孔に挿入するピン部材と、を備
えていることを特徴とするバンド取付構造。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンド取付構造において、前記締結部材は、雄
ねじ部および頭部を有する第１のねじ部材と、前記第１のねじ部材の前記雄ねじ部が螺合
する雌ねじ部および頭部を有する第２のねじ部材と、を有していることを特徴とするバン
ド取付構造。
【請求項６】
　請求項５に記載のバンド取付構造において、前記バンド取付部に設けられた前記回転止
め部材の取付孔は、前記締結部材の前記第１のねじ部材の前記頭部および前記第２のねじ
部材の前記頭部が対応する各領域内にそれぞれ設けられていることを特徴とするバンド取
付構造。
【請求項７】
　請求項４に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部材の前記規制孔は、前記締
結部材を中心とする円弧に沿って前記ピン部材の外径よりも長く形成されていることを特
徴とするバンド取付構造。
【請求項８】
　請求項４に記載のバンド取付構造において、前記締結部材を中心とする前記回転規制部
材の回転方向に位置する前記規制孔の両端部には、弾性変形部が設けられていることを特
徴とするバンド取付構造。
【請求項９】
　請求項１に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部材は、前記バンド取付部に
設けられた取付孔と、前記バンドの前記一端部に設けられて前記取付孔に同一軸上で対応
する規制孔と、前記取付孔および前記規制孔に挿入するピン部材と、を備え、前記締結部
材を中心とする前記バンドの回転を規制することを特徴とするバンド取付構造。
【請求項１０】
　請求項９に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部材は、前記締結部材よりも
前記バンドの前記一端部における前記ケース側に位置する先端側に設けられていることを
特徴とするバンド取付構造。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０に記載のバンド取付構造において、前記ピン部材は、前記取
付孔および前記規制孔に挿入する軸部と、前記回転規制部材に設けられた凹部に挿入する
頭部と、を有していることを特徴とするバンド取付構造。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のバンド取付構造において、前記ピン部材の前記頭部には、前記ピン
部材を前記取付孔および前記規制孔から引き出すための抜出し部が設けられていることを
特徴とするバンド取付構造。
【請求項１３】
　請求項１～請求項４および請求項９～請求項１２のいずれかに記載のバンド取付構造に
おいて、前記締結部材は、前記バンドの前記一端部に設けられた貫通孔に挿入する挿入軸
部と、前記バンド取付部に設けられたねじ孔に螺合するねじ部と、前記回転規制部材に設
けられた挿入孔に挿入する首部と、前記回転規制部材を前記バンド取付部に向けて押え付
ける頭部と、を有していることを特徴とするバンド取付構造。
【請求項１４】
　請求項１～請求項１３のいずれかに記載されたバンド取付構造を備えていることを特徴
とする腕時計。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腕時計などの腕装着型の電子機器、または鞄やバッグなどに用いられるバ
ンド取付構造およびそれを備えた腕時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、腕時計のバンド取付構造においては、特許文献１に記載されているように、腕
時計ケースのバンド取付部にバンドの先端部を締結部材によって回転可能に取り付けると
共に、このバンドの先端部に逃げ部を設けることにより、締結部材を中心とするバンドの
回転を規制するように構成されたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２２５３０９号公報
【０００４】
　このようなバンド取付構造は、締結部材を中心にバンドが腕時計ケースの上方に向けて
回転した際に、バンドの先端部が腕時計ケースの側面に対応するバンド取付部の壁面に当
接してバンドの回転を規制し、また締結部材を中心にバンドが腕時計ケースの下方に向け
て回転した際に、バンドの先端部の逃げ部が腕時計ケースの側面に対応するバンド取付部
の壁面に当接してバンドの回転を規制するように構成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなバンドの取付構造では、バンドがウレタン樹脂などの軟質の
合成樹脂で形成されている場合、締結部材を中心にバンドが腕時計ケースの上方に向けて
回転した際に、バンドの先端部が腕時計ケースの側面に対応するバンド取付部の壁面に当
接しても、バンドの先端部が弾性変形してバンド取付部の壁面を乗り越えてしまい、バン
ドの回転を確実に規制することができないという問題がある。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、バンドの回転を確実にかつ良好に規制することが
できるバンド取付構造およびそれを備えた腕時計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、バンド取付部が設けられたケースと、前記バンド取付部間に一端部が配置
されるバンドと、前記バンドの前記一端部を跨いで配置され、前記ケースに対する前記バ
ンドの回転を抑制する回転規制部材と、前記バンドの前記一端部を前記回転規制部材と共
に前記バンド取付部に回転可能に取り付ける締結部材と、前記締結部材を中心とする前記
バンドの回転を規制する回転止め部材と、を備えていることを特徴とするバンド取付構造
である。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、締結部材を中心にバンドが回転する際に、回転規制部材によってケ
ースに対する前記バンドの回転を抑制すると共に、回転止め部材によってバンドの回転範
囲を確実に規制することができる。このため、バンドが軟質の合成樹脂で形成されていて
も、バンドの回転を確実にかつ良好に規制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を腕時計に適用した第１実施形態を示した拡大正面図である。
【図２】図１に示された腕時計の１２時側の一部を示した拡大側面図である。
【図３】図１に示された腕時計のＡ－Ａ矢視における要部の拡大断面図である。
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【図４】図２に示された腕時計のＢ－Ｂ矢視における要部の拡大断面図である。
【図５】図１に示された腕時計を分解して示した要部の拡大斜視図である。
【図６】図５に示されたバンド取付部および回転規制部材を示し、（ａ）はそのバンド取
付部の補強部材を示した拡大側面図、（ｂ）はその回転規制部材を示した拡大斜視図であ
る。
【図７】この発明を腕時計に適用した第２実施形態において、回転規制部材を示した拡大
側面図である。
【図８】この発明を腕時計に適用した第３実施形態において、回転規制部材を示した拡大
側面図である。
【図９】この発明を腕時計に適用した第４実施形態において、バンド取付構造の要部を分
解して示した拡大斜視図である。
【図１０】図９に示された腕時計ケースを分解して示した拡大斜視図である。
【図１１】図９に示されたバンド取付構造の要部を示した拡大断面図である。
【図１２】図１１に示されたバンド取付構造のＣ－Ｃ矢視における拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１実施形態）
　以下、図１～図６を参照して、この発明を腕時計に適用した第１実施形態について説明
する。
　この腕時計は、図１および図２に示すように、腕時計ケース１を備えている。この腕時
計ケース１は、図３に示すように、ケース本体２と外装ケース３とを有している。
【００１１】
　ケース本体２は、硬質の合成樹脂からなり、図３に示すように、その内部に補強用の金
属部材２ａがインサート成型によって埋め込まれた構成になっている。外装ケース３は、
ウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂からなり、ケース本体２の外周面にこれを覆って設け
られるように構成されている。この外装ケース３の外面には、図１および図２に示すよう
に、金属線からなるプロテクタ部材３ａが設けられている。
【００１２】
　この腕時計ケース１の上部開口部、つまりケース本体２の上部開口部には、図３に示す
ように、時計ガラス４がパッキン４ａを介して取り付けられている。また、この腕時計ケ
ース１の下部、つまりケース本体２の下部には、ステンレスなどの剛性の高い金属からな
る裏蓋５が、防水リング５ａを介して取り付けられている。さらに、この腕時計ケース１
の２時側、４時側、８時側、および１０時側に位置する外周面の各個所には、図１および
図２に示すように、複数のスイッチ部７が設けられている。
【００１３】
　また、この腕時計ケース１の内部、つまりケース本体２の内部には、図３に示すように
、時計モジュール６が組み込まれている。この時計モジュール６は、図示しないが、指針
を運針するための時計ムーブメントや、時刻などの情報を電気光学的に表示する表示装置
、およびこれら時計ムーブメントや表示装置を駆動する回路基板など、時計機能に必要な
各種の部品を備えている。
【００１４】
　さらに、この腕時計ケース１は、図１～図３に示すように、１２時側と６時側とに位置
する外周面に時計バンド８がそれぞれ取り付けられるように構成されている。この時計バ
ンド８が取り付けられる腕時計ケース１の１２時側と６時側とに位置する外周面には、図
１～図５に示すように、時計バンド８が取り付けられるバンド取付部１０がそれぞれ設け
られている。
【００１５】
　このバンド取付部１０は、図３～図５に示すように、ケース本体２の外周面に横長の長
方形状に突出して設けられた厚肉部１１と、この厚肉部１１の外周に沿う方向に位置する
両側部に互いに対向した状態でケース本体２の外部に突出して設けられた一対の補強部材
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１２と、外装ケース３から外部に突出して設けられて厚肉部１１の上下部および一対の補
強部材１２の各外側を覆う一対の取付カバー部１３と、を有している。
【００１６】
　この場合、一対の補強部材１２は、図３、図５および図６（ａ）に示すように、ステン
レスなどの剛性の高い金属板で形成されている。これら一対の補強部材１２は、ケース本
体２の外部に突出する一端部にねじ取付孔１４がそれぞれ設けられ、その他端部が抜止め
部１５によって厚肉部１１の両側部にそれぞれ取り付けられるように構成されている。
【００１７】
　抜止め部１５は、図３、図５および図６（ａ）に示すように、一対の補強部材１２がケ
ース本体２の厚肉部１１の両側部に対応する側面に固定された状態で、時計バンド８が腕
時計ケース１の外側に向けて引っ張られた際に、補強部材１２がケース本体２から抜け出
す方向に離脱しないように構成されている。これにより、一対の補強部材１２は、図３～
図５に示すように、ケース本体２の厚肉部１１に固定された状態で、外装ケース３の一対
の取付カバー部１３によって覆われるように構成されている。
【００１８】
　この場合、補強部材１２を覆うバンド取付部１０の取付カバー部１３には、図４および
図５に示すように、補強部材１２のねじ取付孔１４の内径よりも少し大きい内径の挿入孔
１３ａが補強部材１２のねじ取付孔１４と同一軸上に対応して設けられている。また、こ
の取付カバー部１３の外面には、挿入孔１３ａよりも更に内径の大きい座ぐり部１３ｂが
挿入孔１３ａと同一軸上に位置して設けられている。
【００１９】
　一方、時計バンド８は、図１～図４に示すように、ウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂
からなる樹脂バンドであり、その長手方向における一端部８ａがバンド取付部１０に締結
部材１６によって取り付けられるように構成されている。この場合、時計バンド８は、そ
の一端部８ａがバンド取付部１０の一対の補強部材１２間に配置されるように構成されて
いる。
【００２０】
　この時計バンド８の一端部８ａには、図４に示すように、一対の補強部材１２の各ねじ
取付孔１４の内径よりも大きい内径の貫通孔８ｂが設けられている。この貫通孔８ｂは、
時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部１０の一対の補強部材１２間に配置された際に
、一対の補強部材１２の各ねじ取付孔１４と同一軸上に対応するように構成されている。
【００２１】
　締結部材１６は、図３～図５に示すように、第１のねじ部材１７と、第２のねじ部材１
８と、時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入されて一対の補強部材１
２間に配置され、かつ第１のねじ部材１７および第２のねじ部材１８が挿入する筒状部材
１９と、を有している。
【００２２】
　この場合、第１のねじ部材１７は、図４および図５に示すように、補強部材１２のねじ
取付孔１４を通して筒状部材１９内に挿入する雄ねじ部１７ａと、この雄ねじ部１７ａの
外径よりも大きく形成されて一方（図４では右側）の取付カバー部１３の挿入孔１３ａに
挿入する首部１７ｂと、この首部１７ｂの外径よりも更に大きく形成されてその一方の取
付カバー部１３の座ぐり部１３ｂに配置される頭部１７ｃと、を有している。
【００２３】
　第２のねじ部材１８は、図４および図５に示すように、補強部材１２のねじ取付孔１４
を通して筒状部材１９内に挿入する軸部１８ａと、この軸部１８ａの先端部側に設けられ
て第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａが螺合する雌ねじ部１８ｂと、軸部１８ａの外径
よりも大きく形成されて他方（図５では奥側）の取付カバー部１３の挿入孔１３ａに挿入
する首部１８ｃと、この首部１８ｃの外径よりも更に大きく形成されてその他方の取付カ
バー部１３の座ぐり部１３ｂに配置される頭部１８ｄと、を有している。
【００２４】



(6) JP 6452076 B2 2019.1.16

10

20

30

40

50

　筒状部材１９は、図３～図５に示すように、金属製のパイプであり、その内径が第２の
ねじ部材１８の軸部１８ａの外径とほぼ同じ大きさに形成され、また筒状部材１９の外径
が時計バンド８の貫通孔８ｂの内径とほぼ同じ大きさで、かつ一対の補強部材１２の各ね
じ取付孔１４の内径よりも大きく形成されている。
【００２５】
　また、この筒状部材１９は、図５に示すように、その軸方向の長さが一対の補強部材１
２間の長さと同じ長さに形成されている。これにより、筒状部材１９は、一対の補強部材
１２間に配置された際に、図４に示すように、一対の補強部材１２の各対向面に筒状部材
１９の両端部が当接するように構成されている。
【００２６】
　これにより、締結部材１６は、図５に示すように、時計バンド８の貫通孔８ｂに筒状部
材１９が挿入され、この筒状部材１９が時計バンド８の一端部８ａと共に一対の補強部材
１２間に配置されて一対の補強部材１２の各ねじ取付孔１４と同一軸上に対応し、この状
態で第１のねじ部材１７と第２のねじ部材１８とが、一対のバンド取付部１０の各取付カ
バー部１３の挿入孔１３ａおよび一対の補強部材１２の各ねじ取付孔１４を通して筒状部
材１９に挿入されるように構成されている。
【００２７】
　また、この締結部材１６は、図５に示すように、第１のねじ部材１７と第２のねじ部材
１８とが筒状部材１９に挿入された状態で、第２のねじ部材１８の雌ねじ部１８ｂに第１
のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａを螺合させて締め付けることにより、時計バンド８の一
端部８ａをバンド取付部１０に回転可能な状態で取り付けるように構成されている。
【００２８】
　この場合、締結部材１６は、図４および図５に示すように、第２のねじ部材１８の雌ね
じ部１８ｂに第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａが螺合して締め付けられると、第１の
ねじ部材１７の首部１７ｂが一方（図５では手前側）の取付カバー部１３の挿入孔１３ａ
に挿入され、頭部１７ｃが座ぐり部１３ｂに配置されて一方の取付カバー部１３を一方の
補強部材１２に押し付け、また第２のねじ部材１８の首部１８ｃが他方（図５では奥側）
の取付カバー部１３の挿入孔１３ａに挿入され、頭部１８ｄが座ぐり部１３ｂに配置され
て他方の取付カバー部１３を他方の補強部材１２に押し付けるように構成されている。
【００２９】
　このため、締結部材１６は、図４および図５に示すように、第２のねじ部材１８の雌ね
じ部１８ｂに第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａが螺合して締め付けられると、第１の
ねじ部材１７の首部１７ｂと第２のねじ部１８の首部１８ｃとが一対の補強部材１２を互
いに接近する方向に押し付けることにより、一対の補強部材１２を筒状部材１９の両端部
に押し付けると共に、一対の補強部材１２をバンド取付部１０の厚肉部１１の両端部に押
し付けて固定するように構成されている。
【００３０】
　ところで、時計バンド８の一端部８ａには、図１～図３および図５に示すように、時計
バンド８の回転範囲を規制する先カンである回転規制部材２０が設けられている。この回
転規制部１８は、ポリアミド系樹脂などの剛性の高い合成樹脂、またはウレタン樹脂など
の軟質の合成樹脂で形成され、時計バンド８の一端部８ａと共に締結部材１６によってバ
ンド取付部１０に回転可能な状態で取り付けられるように構成されている。
【００３１】
　すなわち、回転規制部材２０は、図５および図６（ｂ）に示すように、時計バンド８の
一端部８ａの両側に配置される一対の側辺部２０ａと、時計バンド８の一端部８ａの上面
側を跨いでバンド取付部１０から離れた位置の一対の側辺部２０ａの各端部を連結する連
結辺部２０ｂと、を有している。
【００３２】
　この場合、バンド取付部１０側に位置する一対の側辺部２０ａの各端部は、図５および
図６（ｂ）に示すように、時計バンド８の一端部８ａの両側と一対の補強部材１２との間
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に配置される肉厚の薄い取付部２１にそれぞれ形成されている。これら取付部２１には、
締結部材１６の筒状部材１９が挿入する挿入孔２１ａがそれぞれ設けられている。この挿
入孔２１ａは、その内径がバンド取付部１０の補強部材１２のねじ取付孔１４の内径より
も大きく、かつ時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂの内径とほぼ同じ大き
さに形成されている。
【００３３】
　このため、回転規制部材２０は、図４に示すように、時計バンド８の一端部８ａの両側
に一対の側辺部２０ａが配置されて、各取付部２１の挿入孔２１ａが時計バンド８の貫通
孔８ｂと同一軸上に対応され、この状態で筒状部材１９が取付部２１の挿入孔２１ａから
時計バンド８の貫通孔８ｂに挿入されることにより、時計バンド８に回転可能な状態で取
り付けられるように構成されている。
【００３４】
　この場合、バンド取付部１０側に位置する一対の側辺部２０ａの各端部には、図３～図
５に示すように、回転規制部材２０の回転を抑制して阻止する回転止め部材２２が設けら
れている。この回転止め部材２２は、バンド取付部１０に設けられたピン取付孔２３と、
回転規制部材２０の側辺部２０ａに設けられたピン規制孔２４と、バンド取付部１０のピ
ン取付孔２３から回転規制部材２０のピン規制孔２４に挿入するピン部材２５と、を備え
ている。
【００３５】
　バンド取付部１０のピン取付孔２３は、図４および図５に示すように、バンド取付部１
０の取付カバー部１３に設けられた挿入孔１３ａの近傍に設けられた第１ピン取付孔２３
ａと、バンド取付部１０の補強部材１２に設けられたねじ取付孔１４の近傍に設けられて
取付カバー部１３の第１ピン取付孔２３ａに同軸上で対応する第２ピン取付孔２３ｂと、
を有している。
【００３６】
　回転規制部材２０のピン規制孔２４は、図５および図６（ｂ）に示すように、側辺部２
０ａの取付部２１に設けられた挿入孔２１ａの近傍に設けられている。この回転規制部材
２０のピン規制孔２４は、回転規制部材２０が時計バンド８の一端部８ａと共にバンド取
付部１０に締結部材１６によって取り付けられた際に、バンド取付部１０のピン取付孔２
３と同一軸上に対応するように構成されている。
【００３７】
　ピン部材２５は、図４および図５に示すように、バンド取付部１０のピン取付孔２３と
回転規制部材２０のピン規制孔２４とが同一軸上に対応した状態で、バンド取付部１０の
ピン取付孔２３と回転規制部材２０のピン規制孔２４とに挿入されるように構成されてい
る。これにより、回転止め部材２２は、バンド取付部１０のピン取付孔２３と回転規制部
材２０のピン規制孔２４とに挿入されたピン部材２５によって、バンド取付部１０に対す
る回転規制部材２０の回転を阻止するように構成されている。
【００３８】
　この場合、一方（図５では手前側）の取付カバー部１３に設けられたピン取付孔２３の
第１ピン取付孔２３ａは、図４および図５に示すように、その一方の取付カバー部１３に
設けられた挿入孔１３ａに第１のねじ部材１７の首部１７ｂが挿入された際に、第１のね
じ部材１７の頭部１７ｃが一方の取付カバー部１３の外面に対応する領域Ｅ、つまり一方
の取付カバー部１３の座ぐり部１３ｂ内に位置するように設けられている。
【００３９】
　これにより、一方（図５では手前側）のピン部材２５は、図３～図５に示すように、回
転規制部材２０が時計バンド８の一端部８ａと共にバンド取付部１０に締結部材１６によ
って取り付けられた際に、第１のねじ部材１７の頭部１７ｃによって覆われることにより
、バンド取付部１０から脱落せず、かつ外部から見えずに隠されるように構成されている
。
【００４０】
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　同様に、他方（図５では奥側）の取付カバー部１３に設けられたピン取付孔２３の第１
ピン取付孔２３ａは、図５に示すように、その他方の取付カバー部１３に設けられた挿入
孔１３ａに第２のねじ部材１８の軸部１８ａが挿入された際に、第２のねじ部材１８の頭
部１８ｃが他方の取付カバー部１３の外面に対応する領域Ｅ、つまり他方の取付カバー部
１３の座ぐり部１３ｂ内に位置するように設けられている。
【００４１】
　これにより、他方（図５では奥側）のピン部材２５は、図５に示すように、第１のねじ
部材１７と同様、回転規制部材２０が時計バンド８の一端部８ａと共にバンド取付部１０
に締結部材１６によって取り付けられた際に、第２のねじ部材１８の頭部１８ｃによって
覆われることにより、バンド取付部１０から脱落せず、かつ外部から見えずに隠されるよ
うに構成されている。
【００４２】
　次に、このような腕時計ケース１に時計バンド８を取り付ける場合について説明する。
　この場合には、予め、ケース本体２の外側面にバンド取付部１０の一対の補強部材１２
を取り付ける。このときには、まず、ケース本体２の外側面に突出して形成されたバンド
取付部１０の厚肉部１１の外周に沿う方向に位置する両側部に一対の補強部材１２を互い
に対向させた状態で配置して固定する。
【００４３】
　すなわち、バンド取付部１０の厚肉部１１の両側部に対応する補強部材１２の側面を両
面接触テープなどの接着材（図示せず）によって、厚肉部１１の両側面にそれぞれ接着す
る。これにより、一対の補強部材１２が厚肉部１１を挟んで互いに対向した状態でケース
本体２に固定される。この状態では、補強部材１２が抜止め部１５によってケース本体２
から時計バンド８の引っ張り方向に抜け出すことがなく、確実に仮固定される。
【００４４】
　この状態で、ケース本体２の外周に外装ケース３を取り付けてケース本体２の外周を覆
う。このときには、外装ケース３の取付カバー部１３によって一対の補強部材１２の各外
側が覆われる。これにより、腕時計ケース１の１２時側と６時側との外側部にバンド取付
部１０がそれぞれ外部に突出した状態で設けられる。
【００４５】
　また、この状態では、取付カバー部１３の挿入孔１３ａが補強部材１２のねじ取付孔１
４と同一軸上に対応すると共に、取付カバー部１３の第１ピン取付孔２３ａが補強部材１
２の第２ピン取付孔２３ｂと同一軸上に対応する。これにより、バンド取付部１０に回転
止め部材２２のピン取付孔２３が形成されている。
【００４６】
　そして、このバンド取付部１０に時計バンド８を取り付ける。この場合には、予め、時
計バンド８の一端部８ａに回転規制部材２０を取り付ける。このときには、時計バンド８
の一端部８ａの両側に回転規制部材２０の一対の側辺部２０ａを配置すると共に、時計バ
ンド８の一端部８ａ上に連結辺部２０ｂを配置し、一対の側辺部２０ａの各取付部２１に
設けられた挿入孔２１ａを時計バンド８の貫通孔８ｂと同一軸上に対応させる。
【００４７】
　この状態で、締結部材１６の筒状部材１９を回転規制部材２０の一対の側辺部２０ａの
うち、一方の側辺部２０ａにおける肉厚の薄い取付部２１の挿入孔２１ａから時計バンド
８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入させる。この挿入した筒状部材１９の端部
を他方の側辺部２０ａにおける肉厚の薄い取付部２１の挿入孔２１ａに挿入させて外部に
突出させる。
【００４８】
　これにより、締結部材１６の筒状部材１９が時計バンド８の一端部８ａの貫通孔８ｂ内
に挿入された状態で、筒状部材１９の両端部が一対の側辺部２０ａの両側に突出する。こ
の状態で、回転規制部材２０が時計バンド８の一端部８ａに筒状部材１９によって回転可
能な状態で取り付けられる。
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【００４９】
　そして、時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部１０の一対の補強部材１２間に回転
規制部材２０および筒状部材１９と共に配置する。このときには、回転規制部材２０の一
対の側辺部２０ａにおける肉厚の薄い各取付部２１が時計バンド８の一端部８ａの両側部
と一対の補強部材１２との間に配置される。また、筒状部材１９は、その両端部が一対の
補強部材１２の各対向面に当接した状態で配置される。
【００５０】
　この状態で、締結部材１６の筒状部材１９を一対の補強部材１２の各ねじ取付孔１４と
同一軸上に対応させると共に、回転規制部材２０の取付部２１のピン規制孔２４をバンド
取付部１０のピン取付孔２３と同一軸上に対応させる。この状態で、まず、ピン部材２５
をバンド取付部１０のピン取付孔２３と回転規制部材２０のピン規制孔２４とに嵌め込む
。これにより、回転規制部材２０は一対の補強部材１２の各ねじ取付孔１４を中心とする
回転が抑制されて阻止される。
【００５１】
　このときには、バンド取付部１０の取付カバー部１３がウレタン樹脂などの軟質の合成
樹脂で形成されていても、補強部材１２がステンレスなどの金属で形成され、かつ回転規
制部材２０がウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂であっても良いが、ポリアミド系樹脂な
どの剛性の高い合成樹脂で形成されていることにより、ピン部材２５によって補強部材１
２に対する回転規制部材２０の回転が確実に抑制されて阻止される。
【００５２】
　この状態で、締結部材１６の第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａをバンド取付部１０
の一方（図５では手前側）の取付カバー部１３の挿入孔１３ａから一方の補強部材１２の
ねじ取付孔１４に挿入させて筒状部材１９内に挿入させる。同様に、第２のねじ部材１８
の軸部１８ａをバンド取付部１０の他方（図５では奥側）の取付カバー部１３の挿入孔１
３ａから他方の補強部材１２のねじ取付孔１４に挿入させて筒状部材１９内に挿入させる
。
【００５３】
　そして、第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａを第２のねじ部材１８の雌ねじ部１８ｂ
に螺合させて締め付ける。すると、第１のねじ部材１７の首部１７ｂが一方（図５では手
前側）の取付カバー部１３の挿入孔１３ａに挿入し、頭部１７ｃが一方の取付カバー部１
３の座ぐり部１３ｂに配置されて、その一方の取付カバー部１３を一方の補強部材１２に
押し付ける。これと同時に、第２のねじ部材１８の首部１８ｃが他方（図５では奥側）の
取付カバー部１３の挿入孔１３ａに挿入し、頭部１８ｄが他方の取付カバー部１３の座ぐ
り部１３ｂに配置されて、その他方の取付カバー部１３を他方の補強部材１２に押し付け
る。
【００５４】
　このときには、第１のねじ部材１７の頭部１７ｃが一方（図５では手前側）の取付カバ
ー部１３の座ぐり部１３ｂ内に位置する回転止め部材２２の一方のピン部材２５を覆い、
この一方のピン部材２５がバンド取付部１０から脱落するのを防ぐ。同様に、第２のねじ
部材１８の頭部１８ｄが他方（図５では奥側）の取付カバー部１３の座ぐり部１３ｂ内に
位置する回転止め部材２２の他方のピン部材２５を覆い、この他方のピン部材２５がバン
ド取付部１０から脱落するのを防ぐ。
【００５５】
　また、このときには、第１のねじ部材１７の首部１７ｂと第２のねじ部１８の首部１８
ｃとが一対の補強部材１２を互いに接近する方向に向けて押し付けるので、一対の補強部
材１２が筒状部材１９の両端部に押し付けられて固定されると共に、一対の補強部材１２
がバンド取付部１０の厚肉部１１の両端部に押し付けられて固定される。これにより、一
対の補強部材１２が互いに接近する方向に撓み変形することがなく、ケース本体２に確実
にかつ強固に固定される。
【００５６】
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　この状態では、時計バンド８の一端部８ａが回転規制部材２０と共にバンド取付部１０
に締結部材１６によって回転可能な状態で取り付けられていると共に、回転止め部材２２
によって締結部材１６を中心とする回転規制部材２０の回転が抑制されて阻止されている
。これにより、時計バンド８の一端部８ａは、回転止め部材２２で回転が阻止されている
回転規制部材２０によって、締結部材１６を中心とする回転範囲が規制されている。
【００５７】
　次に、このように時計バンド８が取り付けられた腕時計のバンド取付構造の作用につい
て説明する。
　腕時計ケース１を腕に取り付ける際には、時計バンド８を腕時計ケース１に対して引っ
張っても、一対の補強部材１２が抜止め部１５によってケース本体２に強固に固定されて
いることにより、一対の補強部材１２がケース本体２から抜け出して離脱することがなく
、時計バンド８によって腕時計ケース１を良好に腕に取り付けることができる。
【００５８】
　また、時計バンド８は、バンド取付部１０に締結部材１６によって取り付けられている
ことにより、時計バンド８がウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂で形成されていても、締
結部材１６によって時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部１０に確実にかつ良好に取
り付けられる。このため、時計バンド８が腕時計ケース１に対して引っ張られても、時計
バンド８の一端部８ａがバンド取付部１０から離脱することがなく、時計バンド８によっ
て腕時計ケース１を良好に腕に取り付けることができる。
【００５９】
　すなわち、締結部材１６は、第１のねじ部材１７と第２のねじ部材１８とが筒状部材１
９に挿入された状態で、第２のねじ部材１８の雌ねじ部１８ｂに第１のねじ部材１７の雄
ねじ部１７ａが螺合して締め付けられる。これにより、一対の補強部材１２が筒状部材１
９の両端部に押し付けられるので、時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部１０に確実
にかつ強固に取り付けられる。
【００６０】
　一方、このようにバンド取付部１０に取り付けられた時計バンド８を腕に取り付ける際
には、時計バンド８の一端部８ａが締結部材１６の筒状部材１９を中心に回転して、時計
バンド８が腕にフィットして装着する。このときには、締結部材１６を中心に時計バンド
８の一端部８ａが回転するが、回転規制部材２０はその回転が回転止め部材２２によって
抑制されて阻止されていることにより、筒状部材１９を中心とする時計バンド８の一端部
８ａの回転範囲が回転規制部材２０によって規制される。
【００６１】
　すなわち、時計バンド８の一端部８ａが締結部材１６を中心にバンド取付部１０の上方
に向けて回転する際には、回転規制部材２０の連結辺部２０ｂに時計バンド８の一端部８
ａの上面側が当接するので、時計バンド８の一端部８ａの回転が規制される。また、時計
バンド８の一端部８ａが締結部材１６を中心にバンド取付部１０の下方に向けて回転する
際には、時計バンド８の一端部８ａの下面がバンド取付部１０の厚肉部１１に当接するの
で、時計バンド８の一端部８ａの回転が規制される。
【００６２】
　これにより、時計バンド８の一端部８ａは、時計バンド８の一端部８ａの下面がバンド
取付部１０の厚肉部１１に当接する位置と、時計バンド８の一端部８ａの上面が回転規制
部材２０の連結辺部２０ｂに当接する位置との間で、回転することにより、時計バンド８
の一端部８ａの回転範囲が規制されている。これにより、時計バンド８を腕に良好にフィ
ットした状態で取り付けることができる。
【００６３】
　また、腕時計ケース１を腕から取り外す際には、時計バンド８の一端部８ａが締結部材
１６を中心に回転して腕から時計バンド８を取り外すことができる。このときも、締結部
材１６を中心に時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部１０の上方に向けて回転する際
には、回転規制部材２０の連結辺部２０ｂに時計バンド８の一端部８ａの上面側が当接す
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るので、時計バンド８の一端部８ａの回転が規制される。これにより、時計バンド８の一
端部８ａが必要以上に回転することがないので、腕時計ケース１を腕から良好に取り外せ
る。
【００６４】
　この状態で、腕時計ケース１を上向きで卓上に置いた際には、締結部材１６を中心とす
る時計バンド８の一端部８ａの回転が回転規制部材２０の連結辺部２０ｂによって規制さ
れていることにより、時計バンド８の一端部８ａによって腕時計ケース１が卓上に浮いた
状態で弾力的に配置される。
【００６５】
　このように、この腕時計のバンド取付構造によれば、バンド取付部１０が設けられた腕
時計ケース１と、バンド取付部１０間に一端部８ａが配置される時計バンド８と、この時
計バンド８の一端部８ａの両側にこれを跨いで配置され、腕時計ケース１に対する時計バ
ンド８の回転を抑制する回転規制部材２０と、時計バンド８の一端部８ａを回転規制部材
２０と共にバンド取付部１０に回転可能に取り付ける締結部材１６と、この締結部材１６
を中心とする時計バンド８と回転規制部材２０との回転を規制する回転止め部材２２と、
を備えていることにより、時計バンド８の回転を確実にかつ良好に規制することができる
。
【００６６】
　すなわち、この腕時計のバンド取付構造では、締結部材１６を中心に時計バンド８が回
転する際に、回転規制部材２０によって腕時計ケース１のバンド取付部１０に対する時計
バンド８の回転を抑制すると共に、回転止め部材２２によって時計バンド８の回転範囲を
確実に規制することができる。このため、時計バンド８が軟質の合成樹脂で形成されてい
ても、時計バンド８の回転を確実にかつ良好に規制することができる。
【００６７】
　この場合、回転止め部材２２は、締結部材１６を中心とする回転規制部材２０の回転を
抑制して時計バンド８の回転を規制する構成であるから、腕時計ケース１のバンド取付部
１０に対する回転規制部材２０の回転を回転止め部材２２によって抑制して阻止すること
ができ、これにより締結部材１６を中心に時計バンド８が回転する際に、回転止め部材２
２で回転が阻止された回転規制部材２０によって、時計バンド８が軟質の合成樹脂で形成
されていても、時計バンド８の回転範囲を確実に規制することができる。
【００６８】
　すなわち、回転規制部材２０は、時計バンド８の一端部８ａの両側に配置される一対の
側辺部２０ａと、時計バンド８の一端部８ａの上面側を跨いで一対の側辺部２０ａを連結
する連結辺部２０ｂとを有し、一対の側辺部２０ａの肉厚の薄い取付部２１が時計バンド
８の一端部８ａとバンド取付部１０との間に配置された状態で締結部材１６によってバン
ド取付部１０に回転可能に取り付けられていることにより、時計バンド８の一端部８ａが
締結部材１６を中心に回転する際に、回転規制部材２０によって時計バンド８の一端部８
ａの回転範囲を確実にかつ良好に規制することができる。
【００６９】
　すなわち、この回転規制部材２０は、締結部材１６を中心に時計バンド８が回転する際
に、時計バンド８の一端部８ａの下面がバンド取付部１０の厚肉部１１に当接する位置と
、時計バンド８の一端部８ａの上面が回転規制部材２０の連結辺部２０ｂに当接する位置
との間で、時計バンド８の一端部８ａを回転させることにより、時計バンド８の一端部８
ａの回転範囲を確実にかつ良好に規制することができる。
【００７０】
　また、このバンド取付構造では、回転止め部材２２が、バンド取付部１０に設けられた
ピン取付孔２３と、回転規制部材２０に設けられてピン取付孔２３に同一軸上で対応する
ピン規制孔２４と、ピン取付孔２３およびピン規制孔２４に挿入するピン部材２５とを備
えていることにより、ピン部材２５をバンド取付部１０のピン取付孔２３から回転規制部
材２０のピン規制孔２４に挿入するだけの簡単な構造で、回転規制部材２０をバンド取付
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部１０に対して確実に位置規制することができ、これによりバンド取付部１０に対する回
転規制部材２０の回転を確実に阻止することができる。
【００７１】
　この場合、バンド取付部１０の取付カバー部１３がウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂
で形成されていても、バンド取付部１０の補強部材１２がステンレスなどの金属で形成さ
れ、かつ回転規制部材２０がポリアミド系樹脂などの剛性の高い合成樹脂で形成されてい
ることにより、ピン部材２５によって回転規制部材２０をバンド取付部１０に対して確実
に位置規制することができ、これによりバンド取付部１０に対する回転規制部材２０の回
転を確実に阻止することができる。
【００７２】
　また、このバンド取付構造では、締結部材１６が、雄ねじ部１７ａ、首部１７ｂ、およ
び頭部１７ｃを有する第１のねじ部材１７と、この第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａ
が螺合する雌ねじ部１８ｂが設けられた軸部１８ａ、首部１８ｃ、および頭部１８ｄを有
する第２のねじ部材１８と、を有していることにより、この締結部材１６によって時計バ
ンド８の一端部８ａをバンド取付部１０に確実に取り付けることができる。
【００７３】
　この場合、締結部材１６は、時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入
されて、一対の補強部材１２間に配置され、かつ第１のねじ部材１７および第２のねじ部
材１８が挿入する筒状部材１９を更に有していることにより、第１のねじ部材１７と第２
のねじ部材１８とを筒状部材１９に挿入させて、第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａを
第２のねじ部材１８の雌ねじ部１８ｂに螺合させて締め付けることにより、時計バンド８
の一端部８ａをバンド取付部１０に強固に取り付けることができる。
【００７４】
　すなわち、締結部材１６は、第１のねじ部材１７の雄ねじ部１７ａを第２のねじ部材１
８の雌ねじ部１８ｂに螺合させて締め付けると、第１のねじ部材１７の頭部１７ｃが一方
の取付カバー部１３を一方の補強部材１２に押し付け、かつ第２のねじ部材１８の頭部１
８ｄが他方の取付カバー部１３を他方の補強部材１２に押し付けるので、一対の補強部材
１２を筒状部材１９の両端部に押し付けることができ、これによりバンド取付部１０の一
対の補強部材１２間に時計バンド８の一端部８ａを強固に取り付けることができると共に
、この筒状部材１９に回転規制部材２０を確実に取り付けることができる。
【００７５】
　また、このバンド取付構造では、バンド取付部１０の回転止め部材２２の各ピン取付孔
２３が、締結部材１６の第１のねじ部材１７の頭部１７ｃおよび第２のねじ部材１８の頭
部１８ｄが対応する各領域Ｅ、つまりバンド取付部１０の各取付カバー部１３の座ぐり部
１３ｂ内にそれぞれ設けられていることにより、各ピン部材２５を第１のねじ部材１７の
頭部１７ｃと第２のねじ部材１８の頭部１８ｄとによってそれぞれ覆うことができる。
【００７６】
　すなわち、この回転止め部材２２の各ピン部材２５は、バンド取付部１０の各ピン取付
孔２３と回転規制部材２０の各ピン規制孔２４とに挿入されて、バンド取付部１０に対す
る回転規制部材２０の回転を阻止した状態で、各ピン部材２５を第１のねじ部材１７の頭
部１７ｃおよび第２のねじ部材１８の頭部１８ｄで覆うことができるので、各ピン部材２
５の脱落を防ぎ、かつ各ピン部材２５が外部から見えないように隠すことができ、これに
より外観的にもデザイン的にも好ましいものを提供することができる。
【００７７】
（第２実施形態）
　次に、図７を参照して、この発明を腕時計に適用した第２実施形態について説明する。
なお、図１～図６に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説明する。
　この腕時計は、図７に示すように、回転規制部材２０の取付部２１に設けられた回転止
め部材２２のピン規制孔３０が第１実施形態と異なる構成であり、これ以外は第１実施形
態と同じ構成になっている。
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【００７８】
　すなわち、この回転止め部材２２のピン規制孔３０は、図７に示すように、締結部材１
６の筒状部材１９が挿入する挿入孔２１ａを中心とする円弧に沿ってピン部材２５の外径
よりも長く形成されている。この場合、ピン規制孔３０は、挿入孔２１ａを中心とする円
弧方向の長さが、ピン部材２５の直径の２倍程度以内に形成されていれば良く、好ましく
はピン部材２５の直径の１．５倍程度の長さに形成されている。これにより、ピン規制孔
３０は、その内部に挿入されたピン部材２５が挿入孔２１ａを中心とする円弧に沿って予
め定められた角度範囲だけ移動するように構成されている。
【００７９】
　このような腕時計のバンド取付構造では、第１実施形態と同様の作用効果があるほか、
回転止め部材２２のピン規制孔３０が、挿入孔２１ａを中心とする円弧に沿ってピン部材
２５の外径よりも長く形成されていることにより、締結部材１６を中心に時計バンド８の
一端部８ａが回転する際に、回転止め部材２２のピン部材２５をピン規制孔３０に沿って
予め定められた角度範囲だけ移動させることができる。
【００８０】
　このため、回転止め部材２２のピン規制孔３０内でピン部材２５が相対的に移動する範
囲だけ、締結部材１６を中心に回転規制部材２０を回転させることができるので、締結部
材１６を中心とする時計バンド８の一端部８ａの回転範囲を広げることができ、これによ
り腕に対する時計バンド８の装着性を向上させることができると共に、第１実施形態より
も、より一層、時計バンド８を腕に良好にフィットさせることができる。
【００８１】
（第３実施形態）
　次に、図８を参照して、この発明を腕時計に適用した第３実施形態について説明する。
この場合には、図７に示された第２実施形態と同一部分に同一符号を付して説明する。
　この腕時計は、図８に示すように、回転止め部材２２のピン規制孔３０の両端部に第１
弾性変形部３１と第２弾性変形部３２とを設けた構成であり、これ以外は第１、第２の各
実施形態と同じ構成になっている。
【００８２】
　すなわち、この回転止め部材２２のピン規制孔３０は、第２実施形態と同様、締結部材
１６の筒状部材１９が挿入する挿入孔２１ａを中心とする円弧に沿ってピン部材２５の外
径よりも長く形成されている。これにより、ピン規制孔３０は、その内部に挿入されたピ
ン部材２５が挿入孔２１ａを中心するとする円弧に沿って予め定められた角度範囲だけ移
動するように構成されている。
【００８３】
　このピン規制孔３０の長手方向における両端部には、図８に示すように、第１弾性変形
部３１と第２弾性変形部３２とが設けられている。第１弾性変形部３１は、回転規制部材
２０の取付部２１に設けられた挿入孔２１ａを中心とする図８における時計回り方向に位
置するピン規制孔３０の端部３０ａに接近して第１孔部３１ａを設けることにより、この
第１孔部３１ａとこれに接近するピン規制孔３０の端部３０ａとの間に薄肉部として形成
されている。
【００８４】
　この場合、第１弾性変形部３１の第１孔部３１ａは、図８に示すように、ピン規制孔３
０の端部３０ａに接近する個所の内周面が、ピン規制孔３０の端部３０ａの円弧と同じ円
弧でほぼ平行に第１孔部３１ａの内部に向けて突出して形成され、これに対向する個所の
内周面がピン規制孔３０の端部３０ａの円弧と同じ円弧でほぼ平行に形成されている。
【００８５】
　これにより、第１弾性変形部３１は、図８に示すように、ピン規制孔３０に挿入された
ピン部材２５が図８において時計回り方向に移動してピン規制孔３０の端部３０ａに押し
当てられた際に、ピン規制孔３０の端部３０ａと第１孔部３１ａとの間に位置する薄肉部
が第１孔部３１ａ側に向けて弾性変形するように構成されている。
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【００８６】
　一方、第２弾性変形部３２は、図８に示すように、回転規制部材２０の取付部２１に設
けられた挿入孔２１ａを中心とする図８における反時計回り方向に位置するピン規制孔３
０の端部３０ｂに接近して第２孔部３２ａを設けることにより、第１弾性変形部３１と同
様、第２孔部３２ａとこれに接近するピン規制孔３０の端部３０ｂとの間に薄肉部として
形成されている。
【００８７】
　この場合にも、第２弾性変形部３２の第２孔部３２ａは、図８に示すように、ピン規制
孔３０の端部３０ｂに接近する個所の内周面が、ピン規制孔３０の端部３０ｂの円弧と同
じ円弧でほぼ平行に第２孔部３２ａの内部に向けて突出して形成され、これに対向する個
所の内周面がピン規制孔３０の端部３０ｂの円弧と同じ円弧でほぼ平行に形成されている
。
【００８８】
　これにより、第２弾性変形部３２は、図８に示すように、ピン規制孔３０に挿入された
ピン部材２５が図８において反時計回り方向に移動してピン規制孔３０の端部３０ｂに押
し当てられた際に、ピン規制孔３０の端部３０ｂと第２孔部３２ａとの間に位置する薄肉
部が第２孔部３２ａ側に向けて弾性変形するように構成されている。
【００８９】
　このような腕時計のバンド取付構造では、第１、第２の各実施形態と同様の作用効果が
あるほか、締結部材１６を中心とする回転規制部材２０の回転方向に位置するピン規制孔
３０の両側に第１弾性変形部３１と第２弾性変形部３２とが設けられているので、締結部
材１６を中心に時計バンド８の一端部８ａが回転して、回転止め部材２２のピン部材２５
がピン規制孔３０に沿って予め定められた角度範囲だけ移動した際に、第１弾性変形部３
１と第２弾性変形部３２とのいずれか一方を弾性変形させて、衝撃を緩衝することができ
る。
【００９０】
　すなわち、このバンド取付構造では、締結部材１６を中心に時計バンド８の一端部８ａ
が腕時計ケース１の上方に向けて回転した際に、回転止め部材２２のピン部材２５がピン
規制孔３０に沿って予め定められた角度範囲だけ相対的に移動し、このピン規制孔３０内
を相対的に移動したピン部材２５がピン規制孔３０の端部３０ａに押し付けられ、これに
よりピン規制孔３０の端部３０ａに位置する第１弾性変形部３１が第１孔部３１ａ側に向
けて弾性変形するので、この第１弾性変形部３１の弾性変形によって衝撃を緩衝すること
ができる。
【００９１】
　同様に、このバンド取付構造では、締結部材１６を中心に時計バンド８の一端部８ａが
腕時計ケース１の下方に向けて回転した際に、回転止め部材２２のピン部材２５がピン規
制孔３０に沿って予め定められた角度範囲だけ相対的に移動し、このピン規制孔３０内を
相対的に移動したピン部材２５がピン規制孔３０の端部３０ｂに押し付けられ、これによ
りピン規制孔３０の端部３０ｂに位置する第２弾性変形部３２が第２孔部３２ａ側に向け
て弾性変形するので、この第２弾性変形部３２の弾性変形によって衝撃を緩衝することが
できる。
【００９２】
　なお、上述した第３実施形態では、回転止め部材２２のピン規制孔３０がピン部材２５
の外径よりも長く形成されている場合について述べたが、これに限らず、ピン規制孔は、
第１実施形態と同様、その内径がピン部材２５の外径と同じ大きさに形成されていても良
い。この場合にも、締結部材１６が挿入する挿入孔２１ａを中心とする円弧に沿う方向に
位置するピン規制孔の両端部に第１弾性変形部３１と第２弾性変形部３２とを設ければ良
い。
【００９３】
　また、上述した第１～第３の各実施形態では、腕時計ケース１のバンド取付部１０の両
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側および回転規制部材２０の両側に回転止め部材２２をそれぞれ設けた場合について述べ
たが、これに限らず、腕時計ケース１のバンド取付部１０の片側、およびこれに対応する
回転規制部材２０の片側のみに回転止め部材２２を設けた構成であっても良い。
【００９４】
　また、上述した第１～第３の各実施形態では、腕時計ケース１のバンド取付部１０が、
ケース本体２に設けられた一対の補強部材１２と、外装ケース３に設けられた取付カバー
部１３とで、構成されている場合について述べたが、必ずしも一対の補強部材１２を用い
る必要はなく、ケース本体にバンド取付用の一対の突起部を一体に形成した構成であって
も良い。
【００９５】
　さらに、上述した第１～第３の各実施形態では、締結部材１６が、第１のねじ部材１７
と、第２のねじ部材１８と、筒状部材１９とで構成されている場合について述べたが、必
ずしも筒状部材１９を備えている必要なく、また必ずしも第１のねじ部材１７と第２のね
じ部材１８とで構成されている必要はなく、ばね棒やピンなどのピン部材を用いた構成で
あっても良い。
【００９６】
（第４実施形態）
　次に、図９～図１２を参照して、この発明を腕時計に適用した第４実施形態について説
明する。この場合には、図１～図６に示された第１実施形態と同一部分に同一符号を付し
て説明する。
　この腕時計は、図９～図１２に示すように、腕時計ケース１のバンド取付部４０、回転
規制部材４１、締結部材４２、および回転止め部材４３が第１実施形態と異なる構成であ
り、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構成になっている。
【００９７】
　バンド取付部４０は、図１０および図１２に示すように、ケース本体２の１２時側と６
時側とに位置する各外側面に一対の取付突起部４４がそれぞれケース本体２の外部に向け
て突出した状態で一体に形成された構成になっている。すなわち、一対の取付突起部４４
は、その間に時計バンド８の一端部８ａが配置されるように構成されている。この場合、
６時側に位置するバンド取付部４０の上側に位置するケース本体２の側面上部には、スイ
ッチ釦４５が設けられている。
【００９８】
　また、ケース本体２の外周面を覆う外装ケース３には、図９および図１０に示すように
、バンド取付部４０の一対の取付突起部４４をそれぞれ覆う一対の取付カバー部４６が一
体に形成されている。これら一対の取付カバー部４６は、一対の取付突起部４４の各外側
面に配置されるように構成されている。また、この外装ケース３には、スイッチ釦４５が
挿入する釦挿入孔４７が設けられている。
【００９９】
　これにより、時計バンド８は、図９～図１２に示すように、その一端部８ａが一対の取
付突起部４４間に配置された状態で、ケース本体２側に位置する一端部８ａの先端部が、
図１１に示すように、一対の取付カバー部４６の間に位置する外装ケース３の下側に食い
込んだ状態で、配置されるように構成されている。
【０１００】
　回転規制部材４１は、第１実施形態と同様、ウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂からな
り、図９、図１１および図１２に示すように、時計バンド８の一端部８ａの両側に配置さ
れる一対の側辺部４１ａと、時計バンド８の一端部８ａの下面側を跨いで一対の側辺部４
１ａを連結する連結辺部４１ｂと、を有している。
【０１０１】
　この回転規制部材４１は、図１１および図１２に示すように、一対の側辺部４１ａがバ
ンド取付部４０の一対の取付突起部４４をそれぞれ覆う一対の取付カバー部４６の外側に
配置された状態で、締結部材４２によってバンド取付部４０に取り付けられるように構成
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されている。この場合、連結辺部４１ｂは、時計バンド８の一端部８ａの下面から裏蓋５
の下面に亘って突出して配置され、これにより時計バンド８の一端部８ａと裏蓋５との裏
面側を緩衝するように構成されている。
【０１０２】
　締結部材４２は、図９、図１１および図１２に示すように、時計バンド８の一端部８ａ
に設けられた貫通孔８ｂに挿入する挿入軸部４２ａと、バンド取付部４０の一対の取付突
起部４４にそれぞれ設けられたねじ孔４４ａに螺合するねじ部４２ｂと、外装ケース３の
一対の取付カバー部４６にそれぞれ設けられた第１挿入孔４６ａ、および回転規制部材４
１の一対の側辺部４１ａにそれぞれ設けられた第２挿入孔４１ｃに挿入する首部４２ｃと
、回転規制部材４１をバンド取付部４０に向けて押え付ける頭部４２ｄと、を有するねじ
部材である。
【０１０３】
　この場合、回転規制部材４１は、図９および図１２に示すように、一対の側辺部４１ａ
それぞれに締結部材４２の首部４２ｃが挿入する小径の第２挿入孔４１ｃと、締結部材４
２の頭部４２ｄが挿入して配置する大径の座ぐり部４１ｄとが設けられていると共に、こ
れら小径の第２挿入孔４１ｃと大径の座ぐり部４１ｄとが同一軸上に対応して設けられた
構成になっている。
【０１０４】
　時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂ、バンド取付部４０の一対の取付突
起部４４にそれぞれ設けられたねじ孔４４ａ、外装ケース３の一対の取付カバー部４６に
それぞれ設けられた第１挿入孔４６ａ、回転規制部材４１の側辺部４１ａにそれぞれ設け
られた第２挿入孔４１ｃ、および回転規制部材４１の側辺部４１ａに設けられた座ぐり部
４１ｄは、図１２に示すように、それぞれ同一軸上に対応して設けられている。
【０１０５】
　これにより、締結部材４２は、図１２に示すように、挿入軸部４２ａが時計バンド８の
一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入されて、ねじ部４２ｂがバンド取付部４０の取
付突起部４４に設けられたねじ孔４４ａに螺合されると、首部４２ｃが外装ケース３の取
付カバー部４６に設けられた第１挿入孔４６ａと、回転規制部材４１の側辺部４１ａに設
けられた第２挿入孔４１ｃとに挿入して、頭部４２ｄが回転規制部材４１の側辺部４１ａ
に設けられた座ぐり部４１ｄ内に配置されるように構成されている。
【０１０６】
　また、この締結部材４２は、図１２に示すように、ねじ部４２ｂがバンド取付部４０の
取付突起部４４に設けられたねじ孔４４ａに螺合して締め付けられると、頭部４２ｄが回
転規制部材４１の側辺部４１ａと外装ケース３の取付カバー部４６とをバンド取付部４０
の取付突起部４４に押え付け、この状態で時計バンド８の一端部８ａが挿入軸部４２ａに
よってバンド取付部４０に取り付けられることにより、時計バンド８の一端部８ａが挿入
軸部４２ａを中心に回転するように構成されている。
【０１０７】
　一方、回転止め部材４３は、図９、図１１および図１２に示すように、バンド取付部４
０に設けられたピン取付孔４３ａと、時計バンド８の一端部８ａに設けられてピン取付孔
４３ａに同一軸上で対応するピン規制孔４８と、ピン取付孔４３ａおよびピン規制孔４８
に挿入するピン部材４９と、を備え、締結部材４２を中心とする時計バンド８の一端部８
ａの回転を規制するように構成されている。
【０１０８】
　この回転止め部材４３は、図１１および図１２に示すように、締結部材４２よりも腕時
計ケース１側に位置する時計バンド８の一端部８ａの先端部側に位置して設けられている
。すなわち、バンド取付部４０のピン取付孔４３ａは、ねじ孔４４ａよりもケース本体２
側でかつ外装ケース３側に位置して設けられている。また、時計バンド８の一端部８ａの
ピン規制孔４８は、ケース本体２側に位置する時計バンド８の一端部８ａの先端部側に設
けられている。
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【０１０９】
　これにより、回転止め部４３は、図１１および図１２に示すように、締結部材４２を中
心に時計バンド８の一端部８ａが回転する際に、腕時計ケース１側に位置する時計バンド
８の一端部８ａにおける先端部の回転移動を最小限に抑えて、時計バンド８の一端部８ａ
の先端部が外装ケース３の下端部から離脱して、時計バンド８の一端部８ａの先端部と外
装ケース３の下端部との間に相互の離脱による隙間が生じないように構成されている。
【０１１０】
　この場合、ピン部材４９は、図９および図１２に示すように、ピン取付孔４３ａおよび
ピン規制孔４８に挿入する小径の軸部５０と、外装ケース３の取付カバー部４６に設けら
れた挿入孔４６ｃおよび回転規制部材４１に設けられた凹部５１に挿入する大径の頭部５
２と、を有している。軸部５０は、その外径がピン取付孔４３ａおよびピン規制孔４８の
各内径と同じ大きさで、軸方向の長さがピン取付孔４３ａとピン規制孔４８との両方の軸
方向の長さよりも長く形成されている。
【０１１１】
　頭部５２は、図９および図１２に示すように、その外径が軸部５０の外径よりも少し大
きく形成されている。このため、外装ケース３の取付カバー部４６に設けられた挿入孔４
６ｃは、その内径が頭部５２の外径と同じ大きさで、ピン取付孔４３ａおよびピン規制孔
４８の各内径よりも少し大きく形成されている。
【０１１２】
　また、この頭部５２は、図１２に示すように、その軸方向の長さが取付カバー部４６に
設けられた挿入孔４６ｃの軸方向の長さよりも長く形成されている。これにより、頭部５
２は、その外端部が回転規制部材４１に設けられた凹部５１に挿入するように構成されて
いる。この場合、ピン部材４９は、軸部５０と頭部５２との境界に段差部４９ａが形成さ
れている。
【０１１３】
　一方、ピン部材４９の頭部５２には、図９および図１２に示すように、ピン部材４９を
ピン取付孔４３ａ、ピン規制孔４８および挿入孔４６ｃから引き出すための抜出し溝５３
が設けられている。この抜出し溝５３は、ピン部材４９をピン取付孔４３ａ、ピン規制孔
４８および挿入孔４６ｃから引き出す際に、工具（図示せず）が挿入され、この挿入され
た工具によってピン部材４９をピン取付孔４３ａ、ピン規制孔４８および挿入孔４６ｃか
ら抜き出せるように構成されている。
【０１１４】
　次に、このような腕時計ケース１に時計バンド８を取り付ける場合について説明する。
　この場合には、予め、ケース本体２の外周に外装ケース３を取り付けてケース本体２の
外周を覆う。このときには、腕時計ケース１の１２時側と６時側との外側部に設けられた
バンド取付部４０の一対の取付突起部４４の各外側面が外装ケース３の一対の取付カバー
部４６によってそれぞれ覆われる。
【０１１５】
　また、この状態では、取付カバー部４６の第１挿入孔４６ａがバンド取付部４０の取付
突起部４４のねじ孔４４ａと同一軸上に対応すると共に、取付カバー部４６の挿入孔４６
ｃがバンド取付部４０の取付突起部４４のピン取付孔４３ａと同一軸上に対応する。これ
により、ケース本体２の外周に外装ケース３が取り付けられた腕時計ケース１が構成され
る。
【０１１６】
　そして、この腕時計ケース１のバンド取付部４０に時計バンド８を取り付ける。この場
合には、時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部４０の一対の取付突起部４４間に配置
する。このときには、時計バンド８の一端部８ａが一対の取付突起部４４間に配置された
状態で、ケース本体２側に位置する時計バンド８の一端部８ａの先端部が、一対の取付カ
バー部４６の間に位置する外装ケース３の下側に食い込んだ状態で配置される。
【０１１７】
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　また、このときには、時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂを、バンド取
付部４０の一対の取付突起部４４にそれぞれ設けられた各ねじ孔４４ａと外装ケース３の
一対の取付カバー部４６にそれぞれ設けられた各第１挿入孔４６ａとに、同一軸上に対応
させる。また、時計バンド８の一端部８ａに設けられたピン規制孔４８を、バンド取付部
４０の一対の取付突起部４４にそれぞれ設けられた各ピン取付孔４３ａと外装ケース３の
一対の取付カバー部４６にそれぞれ設けられた各挿入孔４６ｃとに、同一軸上に対応させ
る。
【０１１８】
　この状態で、まず、回転止め部材４３のピン部材４９の軸部５０を外装ケース３の取付
カバー部４６の挿入孔４６ｃからバンド取付部４０の取付突起部４４のピン取付孔４３ａ
を通して時計バンド８の一端部８ａのピン規制孔４８に挿入させて押し込む。すると、ピ
ン部材４９は、小径の軸部５０がピン取付孔４３ａおよびピン規制孔４８に挿入すると共
に、軸部５０の先端部がピン規制孔４８から突出する。
【０１１９】
　また、このときには、ピン部材４９の大径の頭部５２が外装ケース３の取付カバー部４
６の挿入孔４６ｃに挿入し、この頭部５２の内端部である段差部４９ａがバンド取付部４
０の取付突起部４４におけるピン取付孔４３ａの縁部に当接すると共に、頭部５２の外端
部が取付カバー部４６の挿入孔４６ｃから外部に突出し、頭部５２の抜出し溝５３が外部
に露出する。
【０１２０】
　この状態で、時計バンド８の一端部８ａの下側に回転規制部材４１を取り付ける。この
場合には、時計バンド８の一端部８ａの両側に回転規制部材４１の一対の側辺部４１ａを
配置すると共に、時計バンド８の一端部８ａの下側に連結辺部４１ｂを配置する。このと
きには、一対の側辺部４１ａを弾力的に押し広げて外装ケース３の一対の取付カバー部４
６の外側に配置すると共に、連結辺部４１ｂを時計バンド８の一端部８ａの下面から裏蓋
５の下面に亘って突出させて配置する。
【０１２１】
　この状態で、一対の側辺部４１ａにそれぞれ設けられた第２挿入孔４１ｃを一対の取付
カバー部４６にそれぞれ設けられた第１挿入孔４６ａに対応させる。これにより、側辺部
４１ａの第２挿入孔４１ｃは、取付カバー部４６の第１挿入孔４６ａ、取付突起部４４の
ねじ孔４４ａ、および時計バンド８の貫通孔８ｂに同一軸上に対応する。また、このとき
には、取付カバー部４６の挿入孔４６ｃから外部に突出した頭部５２の外端部を一対の側
辺部４１ａに設けられた凹部５１に対応させて挿入させる。
【０１２２】
　これにより、回転止め部材４３のピン部材４９は、その段差部４９ａがバンド取付部４
０の取付突起部４４におけるピン取付孔４３ａの縁部に当接した状態で、頭部５２の外端
部が回転規制部材４１の側辺部４１ａで覆われる。このため、ピン部材４９の頭部５２が
外装ケース３の取付カバー部４６から突出していても、この頭部５２の外端部が外部から
見えないように覆い隠されると共に、回転規制部材４１の側辺部４１ａによってピン部材
４９がバンド取付部４０の取付突起部４４から脱落することがない。
【０１２３】
　そして、締結部材４２によって時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部４０に取り付
ける。このときには、締結部材４２の挿入軸部４２ａを回転規制部材４１の側辺部４１ａ
の座ぐり部４１ｄから側辺部４１ａの第２挿入孔４１ｃ、外装ケース３の取付カバー部４
６の第１挿入孔４６ａ、バンド取付部４０の取付突起部４４のねじ孔４４ａを順次通して
、時計バンド８の一端部８ａの貫通孔８ｂに挿入させ、この状態でねじ部４２ｂをバンド
取付部４０の取付突起部４４のねじ孔４４ａに螺合させる。
【０１２４】
　この状態で、締結部材４２のねじ部４２ｂをバンド取付部４０の取付突起部４４のねじ
孔４４ａに螺合して締め付けると、首部４２ｃが外装ケース３の取付カバー部４６の第１
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挿入孔４６ａと回転規制部材４１の側辺部４１ａの第２挿入孔４１ｃとに挿入して、頭部
４２ｄが回転規制部材４１の側辺部４１ａの座ぐり部４１ｄ内に配置され、この状態で頭
部４２ｄが回転規制部材４１の側辺部４１ａと外装ケース３の取付カバー部４６とをバン
ド取付部４０の取付突起部４４に押え付ける。
【０１２５】
　これにより、時計バンド８の一端部８ａが挿入軸部４２ａを中心に回転可能な状態で挿
入軸部４２ａによってバンド取付部４０に取り付けられる。この状態では、回転止め部材
４３のピン部材４９の軸部５０が外装ケース３の取付カバー部４６の挿入孔４６ｃからバ
ンド取付部４０の取付突起部４４のピン取付孔４３ａを通して時計バンド８の一端部８ａ
のピン規制孔４８に挿入されているので、ピン部材４９によってバンド取付部４０の取付
突起部４４に対する時計バンド８の一端部８ａの回転が確実に阻止される。
【０１２６】
　一方、時計バンド８を腕時計ケース１から取り外す場合には、まず、締結部材４２の頭
部４２ｄを回してバンド取付部４０のねじ孔４４ａに対する締結部材４２のねじ部４２ｂ
を緩め、バンド取付部４０のねじ孔４４ａから螺脱させる。この状態で、締結部材４２の
挿入軸部４２ａを時計バンド８の一端部８ａの貫通孔８ｂ、バンド取付部４０のねじ孔４
４ａ、外装ケース３の取付カバー部４６の第１挿入孔４６ａ、回転規制部材４１の第２挿
入孔４１ｃ、および座ぐり部４１ｄから抜き出す。
【０１２７】
　そして、回転規制部材４１を時計バンド８から取り外す。このときには、回転規制部材
４１の一対の側辺部４１ａを弾力的に押し広げることにより、回転規制部材４１の一対の
側辺部４１ａをバンド取付部４０の一対の取付突起部４４の外側に位置する外装ケース３
の一対の取付カバー部４６から離脱させることができる。すると、回転止め部材４３のピ
ン部材４９における頭部５２の外端部が外装ケース３の取付カバー部４６の外部に露出す
る。
【０１２８】
　この状態では、ピン部材４９の頭部５２に設けられた抜出し溝５３が外装ケース３の取
付カバー部４６の外部に露出するので、この抜出し溝５３に工具（図示せず）を挿入し、
この挿入した工具によってピン部材４９をバンド取付部４０の取付突起部４４のピン取付
孔４３ａ、時計バンド８の一端部８ａのピン規制孔４８、および外装ケース３の取付カバ
ー部４６の挿入孔４６ｃから抜き出す。これにより、時計バンド８の一端部８ａが腕時計
ケース１のバンド取付部４０から取り外せる。
【０１２９】
　次に、このように時計バンド８が取り付けられた腕時計のバンド取付構造の作用につい
て説明する。
　腕時計ケース１を腕に取り付ける際には、時計バンド８を腕時計ケース１に対して引っ
張っても、バンド取付部４０の一対の取付突起部４４がケース本体２に一体に形成されて
いることにより、締結部材４２によって時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部８に強
固に取り付けることができるので、時計バンド８によって腕時計ケース１を良好に腕に取
り付けることができる。
【０１３０】
　この場合、時計バンド８は、バンド取付部４０に締結部材４２によって取り付けられて
いることにより、時計バンド８がウレタン樹脂などの軟質の合成樹脂で形成されていても
、締結部材４２によって時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部４０に確実にかつ良好
に取り付けられる。このため、時計バンド８が腕時計ケース１に対して引っ張られても、
時計バンド８の一端部８ａがバンド取付部４０から離脱することがなく、時計バンド８に
よって腕時計ケース１を良好に腕に取り付けることができる。
【０１３１】
　すなわち、締結部材４２は、挿入軸部４２ａを時計バンド８の一端部８ａに設けられた
貫通孔８ｂに挿入させた状態で、ねじ部４２ｂをバンド取付部４０に設けられたねじ孔４



(20) JP 6452076 B2 2019.1.16

10

20

30

40

50

４ａに螺合させて締め付けることにより、首部４２ｃが外装ケース３の取付カバー部４６
に設けられた第１挿入孔４６ａと回転規制部材４１の側辺部４１ａに設けられた第２挿入
孔４１ｃとに挿入した状態で、頭部４２ｄが回転規制部材４１の側辺部４１ａと外装ケー
ス３の取付カバー部４６とをバンド取付部４０に向けて押え付けるので、時計バンド８の
一端部８ａがバンド取付部４０に確実にかつ強固に取り付けられる。
【０１３２】
　一方、このようにバンド取付部４０に取り付けられた時計バンド８を腕に取り付ける際
には、時計バンド８の一端部８ａが締結部材４２の挿入軸部４２ａを中心に弾性変形して
、時計バンド８が腕にフィットして装着する。このときには、締結部材４２の挿入軸部４
２ａを中心に時計バンド８の一端部８ａが回転しようとしても、回転止め部材４３によっ
て時計バンド８の一端部８ａの回転が規制される。
【０１３３】
　すなわち、回転止め部材４３のピン部材４９がバンド取付部４０に設けられたピン取付
孔４３ａと時計バンド８の一端部８ａに設けられピン規制孔４８とに挿入されていること
により、時計バンド８の一端部８ａが締結部材４２の挿入軸部４２ａを中心に回転しよう
としても、時計バンド８の一端部８ａの回転が規制される。また、時計バンド８の一端部
８ａが締結部材４２を中心にバンド取付部４０の下方に向けて弾性変形する際には、回転
規制部材４１の連結辺部４１ｂが裏蓋５の下面に当接するので、時計バンド８の一端部８
ａの弾性変形が規制される。
【０１３４】
　このように、この腕時計のバンド取付構造によれば、第１実施形態と同様、締結部材４
２を中心に時計バンド８の一端部８ａが回転する際に、回転規制部材４１によって腕時計
ケース１に対する時計バンド８の回転を抑制すると共に、回転止め部材４３によって時計
バンド８の回転範囲を確実に規制することができる。このため、時計バンド８が軟質の合
成樹脂で形成されていても、時計バンド８の回転を確実にかつ良好に規制することができ
る。
【０１３５】
　この場合、回転止め部材４３は、バンド取付部４０の取付突起部４４に設けられたピン
取付孔４３ａと、時計バンド８の一端部８ａに設けられてピン取付孔４３ａに同一軸上で
対応するピン規制孔４８と、ピン取付孔４３ａおよびピン規制孔４８に挿入するピン部材
４９と、を備えていることにより、ピン取付孔４３ａおよびピン規制孔４８に挿入したピ
ン部材４９によって、時計バンド８の一端部８ａが締結部材４２を中心にバンド取付部４
０に対して回転するのを確実に規制することができる。
【０１３６】
　また、この回転止め部材４３は、締結部材４２よりも時計バンド８の一端部８ａにおけ
る腕時計ケース１側に位置する先端側に設けられていることにより、時計バンド８の一端
部８ａが締結部材４２を中心に回転する際に、腕時計ケース１側に位置する時計バンド８
の一端部８ａにおける先端側の回転移動を最小限に抑えることができる。
【０１３７】
　このため、この回転止め部４３は、締結部材４２を中心に時計バンド８の一端部８ａが
回転する際に、時計バンド８の一端部８ａにおける先端部の回転移動を最小限に抑えるこ
とができるので、時計バンド８の一端部８ａの先端部が外装ケース３の下端部から離脱す
るのを防ぐことができ、これにより時計バンド８の一端部８ａの先端部と外装ケース３の
下端部との間に相互の離脱による隙間が生じないようにすることができる。
【０１３８】
　この場合、ピン部材４９は、バンド取付部４０の取付突起部４４のピン取付孔４３ａ、
および時計バンド８の一端部８ａのピン規制孔４８に挿入する小径の軸部５０と、回転規
制部材４１に設けられた凹部５１に挿入する大径の頭部５２と、を有していることにより
、大径の頭部５２の内端部である段差部４９ａをバンド取付部４０の取付突起部４４にお
けるピン取付孔４３ａの縁部に当接させることができると共に、頭部５２の外端部を回転
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規制部材４１の側辺部４１ａで覆って抑えることができる。
【０１３９】
　このため、ピン部材４９は、その軸方向にガタツクことがないばかりか、頭部５２が外
装ケース３の取付カバー部４６から外部に突出していても、この頭部５２の外端部が外部
から見えないように回転規制部材４１の側辺部４１ａによって覆い隠すことができると共
に、回転規制部材４１の側辺部４１ａによってピン部材４９がバンド取付部４０の取付突
起部４４から脱落するのを確実に阻止することができる。
【０１４０】
　また、ピン部材４９の頭部５２には、ピン部材４９をバンド取付部４０の取付突起部４
４のピン取付孔４３ａ、時計バンド８の一端部８ａのピン規制孔４８、および外装ケース
３の取付バー部４６の挿入孔４６ｃから引き出すための抜出し溝５３が設けられているこ
とにより、ピン部材４９をピン取付孔４３ａ、ピン規制孔４８および挿入孔４６ｃから引
き出す際に、抜出し溝５３に工具（図示せず）を挿入することができるので、この挿入さ
れた工具によってピン部材４９をピン取付孔４３ａ、ピン規制孔４８および挿入孔４６ｃ
から簡単にかつ容易に抜き出すことができる。
【０１４１】
　さらに、この腕時計のバンド取付構造では、締結部材４２が、時計バンド８の一端部８
ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入する挿入軸部４２ａと、バンド取付部４０に設けられた
ねじ孔４４ａに螺合するねじ部４２ｂと、外装ケース３の取付カバー部４６に設けられた
第１挿入孔４６ａおよび回転規制部材４１に設けられた第２挿入孔４１ｃに挿入する首部
４２ｃと、回転規制部材４１をバンド取付部４０に向けて押え付ける頭部４２ｄと、を有
していることにより、時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部４０に簡単にかつ確実に
取り付けることができる。
【０１４２】
　すなわち、この締結部材４２は、挿入軸部４２ａを時計バンド８の一端部８ａに設けら
れた貫通孔８ｂに挿入させて、ねじ部４２ｂをバンド取付部４０の取付突起部４４に設け
られたねじ孔４４ａに螺合させて締め付けると、頭部４２ｄが回転規制部材４１の側辺部
４１ａと外装ケース３の取付カバー部４６とをバンド取付部４０の取付突起部４４に押え
付けることができる。
【０１４３】
　このため、時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部４０に簡単にかつ確実に取り付け
ることができると共に、時計バンド８の一端部８ａに設けられた貫通孔８ｂに挿入した挿
入軸部４２ａを中心に時計バンド８の一端部８ａをバンド取付部４０に回転可能な状態で
確実にかつ良好に取り付けることができる。
【０１４４】
　なお、上述した第４実施形態では、締結部材４２が、時計バンド８の貫通孔８ｂに挿入
する挿入軸部４２ａと、バンド取付部４０のねじ孔４４ａに螺合するねじ部４２ｂと、外
装ケース３の第１挿入孔４６ａおよび回転規制部材４１の第２挿入孔４１ｃに挿入する首
部４２ｃと、回転規制部材４１をバンド取付部４０に向けて押え付ける頭部４２ｄと、を
有している場合について述べたが、これに限らず、例えば第１実施形態と同じ締結部材１
６を用いても良い。
【０１４５】
　この場合には、第１実施形態と同様、締結部材１６の第１のねじ部材１７の雄ねじ部１
７ａを回転規制部材４１の一方の側辺部４１ａの第２挿入孔４１ｃａから外装ケース３の
第１挿入孔４６ａおよびバンド取付部のねじ孔４４ａを通して時計バンド８の貫通孔８ｂ
に挿入させる。
【０１４６】
　同様に、第２のねじ部材１８の軸部１８ａを回転規制部材４１の一方の側辺部４１ａの
第２挿入孔４１ｃａから外装ケース３の第１挿入孔４６ａおよびバンド取付部のねじ孔４
４ａを通して時計バンド８の貫通孔８ｂに挿入させる。この状態で、第１のねじ部材１７
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の雄ねじ部１７ａを第２のねじ部材１８の雌ねじ部１８ｂに螺合させて締め付ければ良い
。
【０１４７】
　また、上述した第１～第４の各実施形態では、腕時計のバンド取付構造に適用した場合
について述べたが、必ずしも腕時計である必要はなく、例えば腕などの人体に装着して使
用する血圧計や脈拍計などの電子機器に適用することができるほか、鞄やバッグなどにも
適用することができる。
【０１４８】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１４９】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、バンド取付部が設けられたケースと、前記バンド取付部間に
一端部が配置されるバンドと、前記バンドの前記一端部を跨いで配置され、前記ケースに
対する前記バンドの回転を抑制する回転規制部材と、前記バンドの前記一端部を前記回転
規制部材と共に前記バンド取付部に回転可能に取り付ける締結部材と、前記締結部材を中
心とする前記時計バンドの回転を規制する回転止め部材と、を備えていることを特徴とす
るバンド取付構造である。
【０１５０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部
材は、前記締結部材を中心とする前記回転規制部材の回転を抑制して前記バンドの回転を
規制することを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のバンド取付構造において、
前記回転規制部材は、前記バンドの前記一端部の両側に配置される一対の側辺部と、前記
バンドの前記一端部の面側を跨いで前記一対の側辺部を連結する連結辺部とを有し、前記
一対の側辺部が前記バンドの前記一端部と前記バンド取付部との間に配置された状態で前
記締結部材によって前記バンド取付部に取り付けられていることを特徴とするバンド取付
構造である。
【０１５２】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記回転止め部材は、前記バンド取付部に設けられた取付孔と、前記回転規制部材
に設けられて前記取付孔に同一軸上で対応する規制孔と、前記取付孔および前記規制孔に
挿入するピン部材と、を備えていることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５３】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記締結部材は、雄ねじ部および頭部を有する第１のねじ部材と、前記第１のねじ
部材の前記雄ねじ部が螺合する雌ねじ部および頭部を有する第２のねじ部材と、を有して
いることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５４】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のバンド取付構造において、前記バンド取付
部に設けられた前記回転止め部材の前記取付孔は、前記締結部材の前記第１のねじ部材の
前記頭部および前記第２のねじ部材の前記頭部が対応する各領域内にそれぞれ設けられて
いることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５５】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記回転止め部材の前記規制孔は、前記締結部材を中心とする円弧に沿って前記ピ
ン部材の外径よりも長く形成されていることを特徴とするバンド取付構造である。
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【０１５６】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～請求項７のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記締結部材を中心とする前記回転規制部材の回転方向に位置する前記規制孔の両
端部には、弾性変形部が設けられていることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５７】
　請求項９に記載の発明は、請求項１に記載のバンド取付構造において、前記回転止め部
材は、前記バンド取付部に設けられた取付孔と、前記バンドの前記一端部に設けられて前
記取付孔に同一軸上で対応する規制孔と、前記取付孔および前記規制孔に挿入するピン部
材と、を備え、前記締結部材を中心とする前記バンドの回転を規制することを特徴とする
バンド取付構造である。
【０１５８】
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載のバンド取付構造において、前記回転止め
部材は、前記締結部材よりも前記バンドの前記一端部における前記ケース側に位置する先
端側に設けられていることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１５９】
　請求項１１に記載の発明は、請求項９または請求項１０に記載のバンド取付構造におい
て、前記ピン部材は、前記取付孔および前記規制孔に挿入する軸部と、前記回転規制部材
に設けられた凹部に挿入する頭部と、を有していることを特徴とするバンド取付構造であ
る。
【０１６０】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載のバンド取付構造において、前記ピン部
材の前記頭部には、前記ピン部材を前記取付孔および前記規制孔から引き出すための抜出
し部が設けられていることを特徴とするバンド取付構造である。
【０１６１】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１～請求項４および請求項９～請求項１２のいずれ
かに記載のバンド取付構造において、前記締結部材は、前記バンドの前記一端部に設けら
れた貫通孔に挿入する挿入軸部と、前記バンド取付部に設けられたねじ孔に螺合するねじ
部と、前記回転規制部材に設けられた挿入孔に挿入する首部と、前記回転規制部材を前記
バンド取付部に向けて押え付ける頭部と、を有していることを特徴とするバンド取付構造
である。
【０１６２】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１～請求項１３のいずれかに記載されたバンド取付
構造を備えていることを特徴とする腕時計である。
【符号の説明】
【０１６３】
　１　腕時計ケース
　２　ケース本体
　３　外装ケース
　８　時計バンド
　８ａ　一端部
　８ｂ　貫通孔
　１０、４０　バンド取付部
　１２　補強部材
　１３、４６　取付カバー部
　１３ａ　挿入孔
　１３ｂ　座ぐり部
　１４　ねじ取付孔
　１６、４２　締結部材
　１７　第１のねじ部材
　１７ａ　雄ねじ部
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　１７ｂ　首部
　１７ｃ　頭部
　１８　第２のねじ部材
　１８ａ　軸部
　１８ｂ　雌ねじ部
　１８ｃ　首部
　１８ｄ　頭部
　１９　筒状部材
　２０、４１　回転規制部材
　２０ａ　側辺部
　２０ｂ　連結辺部
　２１　取付部
　２２、４３　回転止め部材
　２３、４３ａ　ピン取付孔
　２４、３０、４８　ピン規制孔
　２５、４９　ピン部材
　３１　第１弾性変形部
　３２　第２弾性変形部
　４２ａ　挿入軸部
　４２ｂ　ねじ部
　４２ｃ　首部
　４２ｄ　頭部
　４４　取付突起部
　４４ａ　ねじ孔
　４９ａ　段差部
　５０　軸部
　５１　凹部
　５２　頭部
　５３　抜出し溝
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